
 

 

 

 

 

 

いよいよ令和 4 年のスタートです。新年を迎えるにあたり、まずはいち早い新型コロナウイルスの終

息を願うばかりですが、第 6 波の到来がまた学校現場を悩ますのではないかと心配しています。それで

も、これまでの経験を活かし、子ども達の学びを止めない努力を学校としても行っていこうと思います

ので、ご家庭の方でも、感染予防策（うがい、手洗い、

換気等）を徹底していただくようお願いします。 

3学期のスタートは例年より少し遅く、1月11日（火）

になりました。少し長い冬休みを終えた子ども達の元気

な登校を見ていると私たち学校職員も本年度の最後の

学期をしっかり締めくくらなければと気が引き締まり

ます。始業式では子ども達に今年の抱負をうかがいまし

た。寅年にかけて「今年は何にトラいしますか？」です。

子ども達は「つ（強いからだ）・ば（バリバリ勉強）・き

（きちんと挨拶）」に例えて話をしてくれます。お決まり

のようですが、知・徳・体の観点で考えてくれるので、

バランスがとれています。子ども達の発表を聞いている

とそれぞれの発達段階に応じた内容であるために安心感が持てるのと同時に 3 学期もまじめな生活ぶり

を予想できます。 

蛇足ですが、今回、「寅年」というキーワードを子ども達から引き出し、

干支についての話をしました。小学 1 年生でもその順序を言えることに

驚きました。加えて、干支の表記は時刻や方位にも使われ、鬼は角が生え、

トラの皮のパンツをはいているのは丑と寅の間に関係があることを話し

ました。子どもの数が少ないので、雑学による知識は、子どもの頭の中に

残り、将来あの時の集会で「校長が何か〇〇について話していたなあ」と

思ってくれればいいと考えるからです。今子どもたちは、絶対的な知識量

が足りないと感じます。そのことはいろいろな経験の不足を反映してい

るようです。今教育界では、知識量の獲得は情報機器が発達しているため

に軽視されがちですが、それは本質的な思考に必ず影響するものだと信

じています。覚えることを強要するのではなく、いろいろな経験を通して、幅広い知識が獲得できるよう

子ども達にはいろいろな話をしたいと考えます。 

 

 

 

先日、校長会で唐津市教育委員会教育長の話の中で、子ども達が「友達大好き」、「学校大好き」、「家族

大好き」、「唐津大好き」と思える教育を目指して欲しいと言われました。このことを踏まえて、振り返れ
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ば、本校において、小規模校であることや学校行事の様子などからし

て、前 3つまでは、しっかりと培われていると確信できます。問題は

最後の項目です。本校の教育目標は「郷土を誇りに思い、未来社会を

生き抜く児童生徒の育成」とし、地域への思いを育てる教育は実践し

ていますが、それは「唐津大好き」に反映されるか考えさせられると

ころです。もちろん加唐島も松島も唐津市なので、それに含まれると

もいえそうですが、実は、島を出た子ども達が出身地を尋ねられた時

に島の名前を挙げずに「唐津市です。」と答えるのが多いという問題

点を解消すべく本校の教育目標を掲げました。島の子ども達からすれば、市内の中心街が唐津市のイメ

ージであり、島の環境に比べると格段に都会なのです。当然そこにあこがれもあると同時に、義務教育を

終えれば必然的に島を離れ、そこでの生活を余儀なくさせられることになるでしょう。期待と不安の中

で「加唐島・松島大好き→唐津大好き」の構図ができるよう地域の良さを郷土を中心に広げていくことが

必要だと感じました。 

 

 

 

 

1 月 11 日（火）始業式終了後に、岡先生から 3学期に頑張って欲しいことの

話がありました。その中で、3学期は 1，2学期に比べて期間がかなり短いこと

で、1月、2月、3月をそれぞれ行く月、逃げる月、去る月と例えられました。

1年間の締めくくりにおいて、とても速く感じるということです。実際にすでに

1月は十日程が過ぎ（1月 11日現在）、2月は普通より短い（28日しかない）、

3月も 24日まで、しかも入試や卒業を控えると緊張感もあって、あっという間

に終わります。今年は卒業生がいないので、他の学校よりは、カリキュラムに余

裕があるのですが、油断しているとやるべきことができないままに進級してし

まいます。まずは、学習においてこれまでうまくできていないところの克服を行う

べきです。4 月に進級して、これをやり損なっていたと後悔することが無いように

心がけて欲しいと思います。 

ところで、1 月、2 月は 1 年の中でも最も寒い時期であり、北から寒気が押し寄

せると風が強くなり、海は波が高くなります。島に生活していると冬は風が強く、

気温に比べて体感温度はかなり低く感じます。そんな中で夜空を見上げると満天の

星に空気が澄んでいるのを強く感じ、理科教師として感動を覚えます。このころは

オリオン座が大変美しい時期です。子ども達にもぜひ気付いて欲しいと思います。 

 

 

新型コロナウイルスオミクロン株が、急感染しています。今一度感染予防のためのうがい、手洗い等こ

れまで行ってきたことに注意を払ってください。そして発熱、のどの痛みなどの症状がみられる場合は

登校を控え、医療機関への素早い受診をお願いします。 

ただ、新型コロナウイルスに対して、私たちは 2 年間学びを止めない努力で、頑張ってきました。こ

れまで十分その効果は反映されていますので、過度に恐れることなく冷静に対処していきたいと思いま

す。感染拡大防止に関して、学校行事も見直すことが多く、保護者・地域の方々にはご迷惑をかけていま

すが、ご理解とご協力をお願いします。 

 

 

３学期が始まりました。旧年中は保護者の皆様、地域の皆様いろいろとご協力あ
りがとうございました。本年もよろしくお願いします。本年度の締めくくりをチー
ム加唐で無事に成し遂げたいと思います。変わらぬご支援をお願いします。 

 1 月（行く）、2月（逃げる）、3月（去る） 

 第 6波到来、感染予防は十分ですか？ 


